




和歌山県といえば？



Jersey

丸編みニット生地



＜本社＞

和歌山県和歌山市

＜代表＞

代表取締役（4代目） 辻 雄策

＜特徴＞

・肌着用の丸編み生地の製造で1934年創業

・高度成長期に広巾アウター編地に特化

・2016年に自社アパレルブランドの販売開始

丸和ニット(株)について



当時、3代目代表の父も変革を求められ苦境に

90年代後半以降、量産品製造から“付加価値品製造”への転換をはかる

90年代後半･･･大手ＳＰＡが台頭

国内衣料品用丸編地が

中国・アジアへ生産シフト

量販衣料品向けの丸編ニット生地が

主力だった当社も受注量が激減

当時、Tシャツ用の生地などを生産していた丸編み機



●昭和50年代に一定台数にのみ製造されていた編機

●丸編地に経糸も同時に編み込む機構と、

発想は突飛。しかし品質が不安定

●初号機に２年と1000万円の改造費を費やし

クオリティーを確立

独創的な中古編機との出会い



Balancircular（バランサーキュラー）®

と名付け、独自編地のブランディング開始



経糸(たて糸)整経を自社で内製化

1920本の

経糸(たて糸)



織物 編物（ニット）

縦糸が経編み
横糸が丸編み

「編み×編み」の
唯一無二の新素材



しかし、開発から数年たっても

バランサーキュラーの生地は
全くと言っていいほど、売れない



国内百貨店系アパレルにメインで生地採用、海外でも実績

従来の弊社の生地のPR

“経糸も編んでいる”

“織物のようにる見え”

“裁ち切り使用も可能”

“世界で弊社のみの技術”

プロダクトアウト【機能的価値】

洋服となった生地の評価

“軽い”

“動きやすい”

“着心地が優しい”

“シルエットが綺麗”

マーケットイン【情緒的価値】
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2016年9月、
バランサーキュラーの生地のみを
使用した自社アパレルブランド

Bebrain(ビブレイン)® の販売開始

Bebrain(ビブレイン)®の販売開始



ジャパンベストニットセレクション2016

グランプリ・経済産業大臣賞受賞

2023年1月

経済産業省

「次代を担う繊維産業企
業100選」選定・登壇

GOOD DESIGN AWARD 2019

編機編地と自社製品の2点を同時受賞

J∞QUALITYアワード2019 ものづくりの達人たち大賞



2023年2月 近畿経済産業局

「関西ものづくり新撰2023」特別賞受賞



DtoCの事業を進める中で
我々の作るアイテムの
どういった事が評価されたか？



丸和ニットの「Made in Japan Quality.」

シワにもなりにくく

アイロンもほぼ不要

家庭洗濯機で洗え

乾くのも早い

着たままスポーツが

できるくらい動きやすい



約480ｇ～

250ｇ（ジャケット）

+ 200ｇ（パンツ） ＝ 450ｇ

※ 最も軽量なタイプの
 重量になります。

＞
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A4大のポーチに収納でき
バッグに入れての持ち運びも便利

ポーチ自体を洗濯ネットにした設計も

“扱いやすさ”を考え抜いた工夫



2020年1月、本社工場内に自社製品のショールームを開設

● EC販売とリアル試着による「OMO (ｵﾝﾗｲﾝとｵﾌﾗｲﾝ

の融合)の実現

●ショールームお越しでご希望の方に工場見学案内

（オープンファクトリー）

●地元の方に、丸編ニットが和歌山の地場産業で

あることのPR



「Balancircular®（バランサーキュラー）」
の特徴を一言で表現すると

”見た目とのギャップの着心地の良さ”



日本独自の生地を日本国内で縫製

MADE IN JAPAN



98.5％
2022年の国内衣料品における輸入品の割合

「日本製」はわずか 1.5％ のみ



2020年より J∞QUALITY

「FACTORY BRAND PROJECT」 に参画



2023年1月 2023年6月

イタリア（フィレンツェ）で開催の
「PITTI IMMAGINE UOMO
（ピッティ・イマージネ・ウオモ）」に共同出展

本年2024年1月も継続して出展



”技術は
カタチにしなければならない“



海外市場へのチャレンジ

2023年11月 「Balancircular®」の編地を使用した作務衣をフランスで展示

近畿経済産業局「海外プロモーション事業」 本年3月にもパリで展示会出張。

（高野山の恵光院様・(株)メーカーズシャツ鎌倉様のご協力）



引き続き、イタリア
ピッティ・ウオモへの出展



関西ものづくり新撰を

受賞して



昨年10月 グランキューブ大阪
「G7大阪・堺貿易大臣会合」展示参加



・ものづくりビジネスセンター

（MOBIO）での製品展示

・拡大版ピッチ&交流会

（未来企業サロン）への参加

・大阪企業家ミュージアムでの特別展示

「-挑戦・創意工夫- 今活躍する企業家たち2023」

などなど

普段の仕事では知り合えない方々との交流



唯一無二の生地素材
「Balancircular®
（バランサーキュラー）」
や独創性のあるニットが編み出す着心地で

着た人の
心をリラックスさせ、
そして日常をもっとアクティブに
快適にしたい！！

現在は、バランサーキュラーの編地で
学生服やユニフォームの分野にも挑戦中



「バランサーキュラー」はじめ弊社の技術は、
創業より90年、培ってきた編立技術による独自性。

その情熱を糸に繋ぎ、
独自のニットを通じて世界中の人々の生活に

イノベーションを編み出し、未来を繋いでいきたい。
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